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巻 頭 言

産業・技術振興委員会にお世話になっています。この度は機会をいただきましたので当社の紹介をさ
せていただきます。

お陰様で７月に創業創立55周年を迎えることになりました。買い手・売り手のお取引先様とお互いに
価値を高め合う仕事をすることを志し、事業を通じて地域社会に貢献することを経営の理念としてきま
した。創業以来県内のマーケットを基盤に、域内外の大企業・中堅中小企業のお客様に、時代とともに
進化変遷していく機械加工システムとその川上・川下のプロセスステージをプロデュースする機械専門
商社として多くの実績と経験を積ませて戴きました。これは私共の大きな資産になりました。

“ユーザーとメーカーを技術で結ぶプロデューサー”の役割を果たすことが私共の使命です。お客
様と一緒にWantsをNeedsに仕立て、最適な加工システムを提案し、お客様が納得されるSolutionをプ
ロデュースして仕事の付加価値を高めること。そのためにパートナーメーカーを厳選して協業をお願い
し、品質(Q)・価格(C)・納期(D)が確かでパフォーマンスの高い生産システムとメンテナンスサービ
スを提供することを心掛けています。

企業の経営には四つの資源(ヒト・モノ・カネ・情報)が必須だと言われます。持つ資源レベルの高低
が、お取引先様を始めステークホルダー様からの評価であり信用と信頼の指標でもあります。55年前、
私共は「理想と情熱」だけのベンチャーとしてゼロベースでスタートしました。お客様の開拓深耕、社
員の育成、情報の集積などを必死にやってきましたが、50年の年月を経ましても「まだまだこれから」
感は拭えません。これからも資源の質と多様性をもった経営資源としてのヒトの充実を忍耐強く続けた
いと考えています。

社員は組織の人としてアタリマエのことはアタリマエに取り組むように指導しています。法令・契約
の遵守は当然で、社会的な信頼度を高めるには取り組む仕事の信頼性と安全性を確保し仕事の質を高め
ることです。「現場・現物・現実」第一主義で行動すること、５W２H１P(プライオリティー)思考で
冷静に事実を見て、聴いて、考えて、報連相を徹底して、クイックなアクションとレスポンスでお取引
先のご負担を少しでも小さくして仕事の価値を高めます。お客様のご要望をシッカリお聞きして、社内
外の人や組織と一緒になって仕事を進めていく「値打ちのあるプロ集団」を目指そうといまだに野暮な
奮闘を続けています。

30年前から技術部門が取り組んできた機械・装置の立ち上げ・メンテナンス事業の経験から、ロボッ
トが軸になる自動化・省人化システムを100余例の実績を積みました。３年前に本社事務所内に設置し
た産業用ロボットシステム・ラボは６月にリニューアルオープンします。会員の皆様方には是非ご覧い
ただきたいと思っています。

今後も「買い手よし、売り手よし、世間よし」の理念に沿った日々の進化と、小さくてもキラリと光
るSmall but Excellentな機械システムのプロデューサー集団をめざします。

アフター・コロナの厳しい時代に突入しますが、会員の皆様にはどうか一層のご縁をいただきますよ
うよろしくお願いします。
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ヒトとロボットの協働をプロデュース



　2020年４月10日㈮ 第１回理事会（書面表決）にて、コロナウイルスの影響による会員企業の収益悪化状況を
鑑み、2020年度の年会費の半減についての議案を、65名の理事及び３名の監事の全員に賛成表決をいただきま
した。これにより、審議案件は、原案通り承認されました。

〈議案〉
第1号議案　2020年度年会費について

　2020年５月13日㈬第２回理事会（書面表決）にて、以下の議案について65名の理事及び３名の監事の全員に
賛成表決をいただきました。これにより、審議案件は、原案通り全て承認されました。

〈議案〉
第1号議案　2019年度事業報告について
第2号議案　2019年度収支決算について
第3号議案　役員人事について

　第61回通常総会は５月28日㈭にコロナウイルス感染拡大防止のための対策を取りながら、正会員のうち305会
員（委任状を含む）の出席のもと、神戸ポートピアホテルにて開催いたしました。宮脇新也会長の開会挨拶の
後、宮脇会長が議長となり、以下の議案について審議が行われました。その結果、全ての議案が原案通り承認
されました。

〈議案〉
第1号議案　2019年度事業報告について
第2号議案　2019年度収支決算について
第3号議案　役員の選任について

退任役員の紹介

　長年にわたり、ご指導ご鞭撻いただきまして、ありがとうございました。
理 事 松　本　眞　一 氏 関西電力送配電㈱
理 事 今　北　　　毅 氏 ㈱コベルコ科研
理 事 小　松　俊　彦 氏 住友ゴム工業㈱
理 事 髙　馬　　　勇 氏 ㈱タクミナ
理 事 深　田　修　司 氏 兵庫県中小企業団体中央会

2020年度第１・２回理事会(書面表決)及び
第61回通常総会開催

◆ 議案審議の後、2020年度の主な取組み説明と第７回産業論文コンクール審査結果発表を行い、第61回通常総
会は滞りなく終了いたしました。

　次ページ以降に新役員のご紹介と2020年度の役員名簿を掲載しています。

宮脇会長挨拶 コロナウイルス感染拡大防止対策を取った総会会場

2 兵庫工業会NEWS No.295



新 役 員 紹 介

中　西　憲　一
理　事
関西電力送配電株式会社
兵庫支社長

久　保　和　広
理　事
株式会社コベルコ科研
取締役

西　野　正　貢
理　事
住友ゴム工業株式会社
執行役員
人事総務部長兼東京総務部長

山　田　圭　祐
理　事
株式会社タクミナ
取締役　常務執行役員

瀬　川　里　志
理　事
兵庫県中小企業団体中央会
専務理事
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役職名 氏　　名 会　社　名 役　　職

会 長 宮 脇 新 也 株 式 会 社 神 戸 製 鋼 所（顧 問）

副 会 長 村 元 四 郎 株 式 会 社 村 元 工 作 所（特 別 顧 問）

〃 金 井 宏 彰 金 井 重 要 工 業 株 式 会 社（代 表 取 締 役 社 長）

〃 竹 田 佑 一 ま ね き 食 品 株 式 会 社（取 締 役 会 長）

〃 神 門 　 登 ハ ニ ー 化 成 株 式 会 社（専 務 取 締 役）

専 務 理 事 宮 本 　 要 公益社団法人　兵庫工業会（専 務 理 事）

常 務 理 事 荒 木 俊 光 公益社団法人　兵庫工業会（常務理事　事務局長）

理 事 小 澤 重 雄 株式会社ＩＨＩ　相生事業所（相 生 事 業 所 長）

〃 森 田 文 藏 青 木 鉄 工 株 式 会 社（取 締 役 会 長）

〃 千 田 伸 二 株 式 会 社 ア シ ッ ク ス（常 務 執 行 役 員）

〃 阿比野　　　剛 阿 比 野 建 設 株 式 会 社（代 表 取 締 役 社 長）

〃 井　上　美智代 株 式 会 社 井 上 鉄 工 所（代 表 取 締 役 専 務）

〃 大 庫 良 一 オークラ輸送機株式会社（代 表 取 締 役 社 長）

〃 井 上 佳 昭 大 阪 ガ ス 株 式 会 社（ 執行役員　兵庫・姫路統括地区
支配人　兼　兵庫地区支配人 ）

〃 大　島　孝一郎 大 島 金 属 工 業 株 式 会 社（代 表 取 締 役）

〃 苗 村 康 夫 株 式 会 社 岡 崎 製 作 所（常 務 取 締 役）

〃 岡 田 　 保 株式会社岡田金属工業所（代 表 取 締 役 社 長）

〃 岡 村 武 和 株式会社ＯＫＡＭＵＲＡ（代 表 取 締 役 社 長）

〃 吉 田 　 修 音 羽 電 機 工 業 株 式 会 社（代 表 取 締 役 社 長）

〃 陰 山 　 聡 陰 山 電 機 株 式 会 社（代 表 取 締 役 社 長）

〃 髙 橋 勝 彦 カ ル モ 鋳 工 株 式 会 社（常 任 顧 問）

〃 中 村 　 啓 川 崎 重 工 業 株 式 会 社（総務本部　総務部長）

〃 久木元　悦　子 株 式 会 社 関 西 工 事（代 表 取 締 役）

〃 中 西 憲 一 関西電力送配電株式会社　兵庫支社（理 事 　 兵 庫 支 社 長）

〃 頃 安 雅 樹 極 東 産 機 株 式 会 社（代 表 取 締 役 社 長）

〃 畠 田 真 一 旭 光 電 機 株 式 会 社（代 表 取 締 役 社 長）

〃 小 谷 　 要 グ ロ ー リ ー 株 式 会 社（取締役　専務執行役員）

〃 上 月 靖 史 上月ウディックス株式会社（代 表 取 締 役）

〃 大久保　　　安 株 式 会 社 神 戸 製 鋼 所（専 務 執 行 役 員）

〃 大 村 直 人 神 戸 大 学 大 学 院（工 学 研 究 科 長）

〃 下 村 俊 子 株 式 会 社 神 戸 凮 月 堂（取 締 役 名 誉 会 長）

〃 久 保 和 広 株 式 会 社 コ ベ ル コ 科 研（取 締 役）

〃 黒 田 直 樹 三 相 電 機 株 式 会 社（代 表 取 締 役 社 長）

公益社団法人 兵庫工業会　役員名簿
2020年５月28日付
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役職名 氏　　名 会　社　名 役　　職

理 事 山 本 純 三 シ ス メ ッ ク ス 株 式 会 社（取締役　常務執行役員）

〃 清 水 泰 人 株 式 会 社 シ ミ ズ テ ッ ク（代 表 取 締 役 社 長）

〃 眞 下 　 忠 神 港 精 機 株 式 会 社（代 表 取 締 役 社 長）

〃 井 上 直 也 新 光 電 機 株 式 会 社（代 表 取 締 役 社 長）

〃 西 野 正 貢 住 友 ゴ ム 工 業 株 式 会 社（ 執行役員　人事総務部長兼東京総務部長 ）

〃 番 所 利 行 株式会社洲本整備機製作所（代 表 取 締 役 社 長）

〃 石 田 和 史 株 式 会 社 誠 工 社（代 表 取 締 役 会 長）

〃 中 川 啓 之 第 一 熱 研 株 式 会 社（代 表 取 締 役 社 長）

〃 近 藤 　 輝 大 王 電 機 株 式 会 社（代 表 取 締 役 社 長）

〃 三 浦 洋 一 大和ハウス工業株式会社（ 兵庫ブロック長　神戸支社長）

〃 瀧 川 松 平 滝 川 工 業 株 式 会 社（取 締 役 社 長）

〃 山 田 圭 祐 株 式 会 社 タ ク ミ ナ（取締役　常務執行役員）

〃 上 村 勝 敏 株 式 会 社 ト ー ホ ー（代 表 取 締 役 社 長）

〃 中 川 裕 子 日本ライニング工業株式会社（代 表 取 締 役 社 長）

〃 安 藤 　 隆 株 式 会 社 布 引 製 作 所（代 表 取 締 役 社 長）

〃 永 井 英 雄 白 鶴 酒 造 株 式 会 社（ 執行役員　生産本部　副本部長 ）

〃 豊 嶋 義 富 菱 井 商 事 株 式 会 社（代 表 取 締 役 社 長）

〃 黒 田 次 郎 姫 路 信 用 金 庫（専 務 理 事）

〃 瀬 川 里 志 兵庫県中小企業団体中央会（専 務 理 事）

〃 太 田 　 勲 兵 庫 県 立 大 学（学 長 兼 副 理 事 長）

〃 阿 倉 和 哉 株式会社兵庫精密工業所（代 表 取 締 役 社 長）

〃 宮 内 康 伴 福 伸 電 機 株 式 会 社（代 表 取 締 役 社 長）

〃 矮 松 一 磨 古 野 電 気 株 式 会 社（取締役　営業企画部長）

〃 降 矢 寿 民 フ ル ヤ 工 業 株 式 会 社（代 表 取 締 役 社 長）

〃 友 藤 公 雄 兵 神 機 械 工 業 株 式 会 社（取 締 役 社 長）

〃 河 上 哲 也 株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行（ 公共・金融法人部（神戸）　部長 ）

〃 三　津　千久磨 ミ ツ 精 機 株 式 会 社（代 表 取 締 役 社 長）

〃 清 水 　 稔 三菱重工業株式会社　神戸造船所（所 長 代 理）

〃 高 石 圭 悟 三菱電機株式会社　神戸製作所（総 務 部 長）

〃 倉 本 信 二 三 ツ 星 ベ ル ト 株 式 会 社（常務執行役員　人事部　部長）

〃 宮　脇　隆一郎 宮脇機械プラント株式会社（取 締 役 会 長）

〃 下土井　健　城 明 興 産 業 株 式 会 社（代 表 取 締 役 社 長）

監 事 福 田 　 孝 株 式 会 社 福 田 博 商 店（代 表 取 締 役 社 長）

〃 藤 嶋 純 子 株式会社フジ・データ・システム（代 表 取 締 役）

〃 山 本 博 和 株式会社山本電機製作所（代 表 取 締 役 社 長）
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最優秀賞
論　文
最優秀賞
論　文

私は、昨年中途採用で当社に入社し、現在の職場で二年目を迎えている。前職とはまったく異なるメーカー業界で
あり、測定器具の営業という職種と分野も初めてであったことから、一年目を振り返ってみると勝手がわからずうま
くいかなかった部分も多かった。二年目に入り、我々の最終的なお客様であるエンドユーザーが求めるものを把握し
ながら、一方で直接のお客様である商社や代理店との関係性を築き、双方から自社や自社製品への信頼を得ていく
ことにやりがいを感じられるようになってきた。それと同時に、メーカーの営業職としてどのような付加価値をエンド
ユーザーやお客様に与えられるのかといった課題を実感している。

そこで、日々の業務のなかで感じている「私がこの職場で目指すもの」を、それぞれ「自身のスキル向上」、「顧客
満足向上」、「職場の組織力向上」という三つの視点から述べたいと思う。

１．自身のスキル向上について
率直に言えば、現在の自分自身の業務に関する知識や経験は不足していると感じている部分がある。当社製品の

エンドユーザーは、毎日工具を使用して業務を行っている、いわばその道のプロであり、当社が提供する製品につい
ても詳細な知識を持ち、厳しい基準でその品質や価格を精査される。営業職として商社や代理店に説明を行う際
は、そのようなエンドユーザーが抱くであろう疑問や懸念を予想したうえで、的確に答えられる知識や経験を持って
いることを求められると認識している。しかし、一年間の業務経験だけでは、それがまだ不足しており、さらなる努力
が必要であると感じている。

一言で知識と言っても、おもに二つの事柄に関する異なる知識が必要であると考える。一つは自社製品に関する
知識である。お客様が重視するポイントに関して、自社製品はどのような性能や特徴を備えているのかを正しく理解
し、わかりやすく伝えることが営業としての第一の役割だと思うからである。

自社製品については誰よりも詳しくなくては、お客様の疑問や懸念に答えることはできない。自社の製品について
優れている点を魅力的に伝え、お客様に納得していただくことで、初めて購入していただくチャンスが生まれる。

しかしながら、お客様は当社製品の性能や品質のみを見て、仕入れの可否を判断するわけではない。ほとんどの
場合、複数の同様の製品と機能や価格、品質、サポート、アフターサービスといったいくつもの要素を比較検討したう
えで、どの製品を取り扱うかを決定するであろう。つまり、ただ単純に「当社の製品はこういう機能があります」と述
べるだけでは不十分であり、競合他社の製品と比較してどこが優れているのかという観点で説明をしなくては、お
客様に仕入れの決断をしていただくことは難しい。自社製品に関する知識だけではなく、二つ目の知識として他社製
品について自社製品に劣らないだけの知識を持ち、客観的な視点で比較したうえで自分自身が自社製品のほうが優
れていると感じることができれば、より一層の自信を持ってお客様に対しても説明ができるはずだ。

さらに、上記で述べた知識だけでなく、経験も欠かせないと私は考える。カタログや仕様書に記載のある文章や
数字を覚えただけの知識ではなく、実際にエンドユーザーが製品を使用している状況や使用した感想は、実際に使
用してみたり、実際に使用したことがある人に聞いてみたりしないと知ることは難しい。実際に経験することでしか
わからない知識もあるのである。その経験については、なかなか積むことができていないのが現状だ。経験を積む
には展示会への出展が非常に有効的である。使う側であるエンドユーザーの生の声を聴くことができるので、展示
会は非常に貴重な経験を積むことができる時間である。展示会は製品を宣伝しエンドユーザーのニーズ調査ができ
るだけでなく、自身の勉強の場とも考えられる。業務のあらゆる機会から経験を積んできたい。

兵庫工業会
第7回産業論文コンクール

論題「私が職場で目指すもの」
長谷川電機工業株式会社　脊 黒 将 之
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知識は売る側の視点であり、経験は使う側の視点である。我々が使う側の視点を持ち、商社や代理店の方々にも
同じ視点を持ってもらうことで、エンドユーザーに対してより説得力のある販売活動が可能になると感じる。

以上のことから、自社製品と他社製品について勉強し必要な知識を身に着けることと、できる限り使う側の視点に
立って経験を積むことを心がけ、営業職としての自身のスキル向上を図っていきたいと考える。

２．顧客満足向上について
先に述べたような知識や経験に基づいて、自社製品を的確に紹介できるといったスキルも営業には必要ではある

が、私はそれと同じくらい「お客様との関係性」が重要であると感じている。
営業としての直接の業務は、自社製品を少しでも多く販売し、当社の収益向上に寄与することであるが、それはそ

の時だけ製品が売れればよいということではないと私は考える。仮に、ある代理店が当社製品の取り扱いをしてくれ
たとしても、それがコンスタントに売れるとは限らない。

つまり、売れるかどうかは製品やその時の状況次第であり、私のような営業職は製品を紹介するだけの役割に
なってしまう。

一方で、私が目指す営業の在り方は、単なる「セールス」ではなく、「コンサルティング」に近いと言えるかもしれな
い。私が目指したいのは、お客様からの相談に対し、聞かれたことに答えたり、こちらが売りたいものだけを紹介し
たりするのではなく、お客様とのコミュニケーションを通じてユーザーのニーズを捉え、お客様が本当に必要な製品
や要望に対する最適解を提案するかたちである。そのようなお客様と対等で密接な関係性を築くことによって「ま
ず、○○さんに相談してみよう」、「○○さんが言うならエンドユーザーへお奨めしてみよう」といった信頼関係を構
築し、一つの製品を売ることをただ繰り返すのではなく、一つのビジネスが次のビジネスを呼び込むような営業が実
現できると考えている。

製品を売買するだけの関係ではなく、当社の製品を通してお客様のサポートをしたり、適切なアドバイスを行った
りすることで、当社とお客様の双方の収益向上を達成できるようなビジネスパートナーでありたいと考える。このよう
にお互いにとってメリットのある関係性を構築することには、ある程度の時間を必要とすると思うが、個別の案件で
その場限りの大きな収益を目指すよりも、結果的には安定的で持続性のある成果をもたらし、当社にとってのメリッ
トは大きいのではないかと考える。

３．職場の組織力向上について
営業職はそれぞれのお客様に担当営業が付く性質上、どうしても個人での業務の進め方になりがちであると感じ

る。特定のお客様のことを知っているのはその担当営業であり、お客様の特性や社風に基づいた様々なノウハウは
個人の知識として持つことが多い。その結果、「あのお客様のことは〇〇さんじゃなければわからない」という状況
が生まれ、長期休暇で担当が不在の時に業務が滞ってしまったり、異動などにより担当が変わる時に資料作成や引
き継ぎに多くの手間と時間を費やしたりといったことが発生する。営業担当がお客様のことを熟知しているスペシャ
リストであることは素晴らしいことである。ただ、それを互いに共有出来ず、個人の知識になってしまうと、せっかく
培ったノウハウを共有し、お客様のお役に立つことができない。

このような状況を改善するために、担当営業が持っているノウハウを組織として共有していくための仕組みづくり
が必要であると考える。たとえば、顧客情報を一括で管理するツールの導入といったシステム面での改善や、顧客を
いくつかのグループに分け複数の営業マンで担当するチーム制の採用といった体制面での改善案があると考える。
担当営業の頭の中にしかないノウハウを明文化したり、マニュアルを作ったり、同じ知識を複数のスタッフで共有した
りすることで、職場の組織力を向上させ効率的に営業活動を行うことができるようになるだけでなく、高品質で均一
なサービスを提供できるようになり、お客様により一層安心と信頼のおける存在になれるのではないかと考える。

以上が、私が今後営業として、この職場で業務を行うなかで目指していきたいものである。より多くの知識と経験
を身に着け、個人としてのスキル向上に尽力することはもちろんのこと、顧客満足の向上や組織力の向上といった対
お客様、あるいは対職場といった周囲に対して働きかけが必要となるような課題において今後取り組んでいきたい。
このように改善を図ることで、個人としても、組織としてもより一層お客様にとって必要な存在となり、当社の増収や
収益向上に貢献することを目指したいと思う。
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令和２年度　科学技術分野の文部科学大臣表彰は、下記の方々が受賞されました。

　表彰された皆様は前年度「職域における創意工夫者表彰」知事賞受賞者の中から特に優秀な方々を兵庫県が
推薦し、このたび受賞の運びとなりました。おめでとうございます。

第7回産業論文コンクール入賞者一覧

◆最優秀賞◆

長谷川電機工業㈱ 脊黒 将之さん 「私が職場で目指すもの」

◆優秀賞◆

大王電機㈱ 中田 翔己さん 「私が職場で目指すもの」

◆優良賞◆

㈱タクミナ 日下部 琢磨さん 「ものづくり産業の未来を想う」

◆努力賞◆

㈱広築 十時 泰明さん 「私が職場で目指すもの」

フルヤ工業㈱ ヴォーフィーホアイさん 「ものづくり産業の未来を想う」

令和２年度　創意工夫功労者賞受賞者一覧

白鶴酒造㈱　灘魚崎工場 宗村　優太

オークラ輸送機㈱　本社工場 廣田　陽一

日本製鉄㈱　技術開発本部　尼崎研究支援室 笠原　健太郎

㈱神戸製鋼所　加古川製鉄所　製銑部　製銑室 山方　雅基

三菱日立パワーシステムズ㈱　高砂工場 別府　幸司

川崎重工業㈱　船舶海洋カンパニー　神戸造船工場 武本　俊二

三菱重工業㈱　高砂製作所 北郷　　徹

㈱ IHI　相生事業所　 杉本　泰利

キャタピラージャパン（同）　明石事業所 吉住　克也

以上９名　順不同　敬称略
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兵庫県では、優れた技術や製品を有し、国内外で高い評価やシェアを得ている県内中小企

業を「ひょうごオンリーワン企業」として選定し、認定式を3月26日㈭に兵庫県公館におい

て行ないました。兵庫工業会の会員企業からは、下記の企業が認定されました。心からお祝

い申し上げます。

兵庫県内中小企業が有する、優れた技術・製品・部材を「ひょうごNo.1ものづくり大

賞」として選定し、表彰式を3月26日㈭に兵庫県公館において行ないました。兵庫工業会

の会員企業からは、下記の企業が表彰されました。心からお祝い申し上げます。

令和元年度　ひょうごオンリーワン企業認定式

令和元年度　ひょうごNo.1ものづくり大賞表彰式

◦技 術 部 門 賞…………佐藤精機株式会社

◦製品・部材部門賞…………株式会社薫寿堂

◦選考委員会特別賞…………兵神装備株式会社、甲南設計工業株式会社

以上　4社　敬称略

◦赤 穂 化 成 株 式 会 社

◦株 式 会 社 大 野 社

◦極 東 産 機 株 式 会 社

◦播 州 調 味 料 株 式 会 社

� 以上　4社　敬称略
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戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦変変変変変変変変変変変変変化化化化化化化化化化化化化変変化変変変変化変変化化変変化変変化化ににににににににににににににににににに挑戦戦挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑戦戦挑戦戦戦戦挑戦戦挑挑挑挑
株式会社 田井鐵工
所在地：〒677-0044 兵庫県西脇市上野323
T E L：0795-22-2931    F A X：0795-23-5979
U R L：https://tainexas.jp/
代表者：代表取締役社長　田井　三治

この度は、兵庫工業会ＮＥＷＳへ掲載のご依頼
をいただき大変有難く感謝申し上げます。

弊社は1918年４月、兵庫県の西脇市において織
物織機製造メーカーとして創業しました。戦後、
国内の基幹産業が織物から自動車へシフトするの
に合わせ、弊社も業容を織物産業から自動車産業
へと変化させていきました。

そして自動車の軽量高精度のニーズを受け、ア
ルミニウムが主原料のアルミダイカスト製品を取
り扱うようになりました。現在は自動車用電装部
品の製造を主業務とし、顧客を通じて世界中の自
動車メーカーへ部品を供給しています。当社の強みは、機械メーカーと共同開発した全自動の生産ラインで
す。1000分の１ミリ単位の精度の切削加工を無人で行い、年間3000万台以上の製品を製造販売しています。特
にスタータ部品は世界シェアの約20％を占めており、国内外の自動車産業の発展に寄与しています。

また、1972年より大手メーカー様の協力会社として水中ポンプ・ミキサー等の流体機器の生産を開始しまし
た。以来、水中ポンプについては45年以上の製造実績を有しており、上下水道の分野等において、人々の日常
生活に欠かせない製品の生産を担っています。

また、近年自動車が100年に一度の大変革の時代を迎えている為、当社も「ハイブリッド自動車・電気自動
車・自動運転システムの部品製造」に大きく舵切りをして、力を注いでいます。これらの製品は電子部品を多
数搭載した繊細な製品の為、従来の製品に比べより高精度・高品質を要求されます。その為、当社では顧客の
要求を実現するためにIot・ロボットを駆使した生産体制の構築に取り組んでいます。一例として、最先端の画
像識別技術と当社技術を織り交ぜた全自動外観検査装置が挙げられます。本試みは、業界でも先進的試みであ
り、これまで人間の目でしか検出できなかった微細な製品の欠陥検出の自動検出を可能にしました。

また企業として、より働きやすい職場づくりを目指し、５S活動の推進や作業安全の徹底、そして福利厚生
の拡充にも力を入れています。2018年の創業100周年の節目の年に、新しく多可R&Dセンターを建設・操業を
開始致しました。

今後も時代の流れを読み解き、柔軟かつ迅速に変化できる組織体制を築き、挑戦を続けていきます。これか
らもお付き合いのほど、どうぞ宜しくお願い申し上げます。

多可R&Dセンター外観

可能性を拡げる若い世代
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戦変化に挑

！9月開催！

第38回 管 理 監 督 者 研 修
リーダーに求められるスキルは何か？　リーダーに求められるのは何か？
それぞれのキャリアで共通項もあれば、スキルアップが求められる事項など様々です。
これを『２階層別』に実施し、受講者それぞれのスキルアップを目指します。

お問合せ・お申込み

■開催要項■ 
１）会　場：加古川プラザホテル
２）開催日：2020年９月11日（金) ～９月12日(土）　
３）定　員：80名
４）参加費（兵庫工業会　会員価格）

申込人数 リーダー・係長クラス 管理職クラス

１名 38,500円 52,800円

２～４名 35,200円 50,600円

５名以上 33,000円 48,400円

　　※管理職クラスについては、2021年２月５日㈮にフォローアップ研修あり

公益社団法人　兵庫工業会　神戸事務所　TEL：078-361-5667　 FAX：078-371-4336
〒650-0011　神戸市中央区下山手通6丁目3番28号　兵庫県中央労働センター3階
担当：川本　kawamoto@hyogo-ia.or.jp ／ 田辺　tanabe@hyogo-ia.or.jp

兵庫工業会　ホームページからもお申込みいただけます。

イベント
情報 夏のビッグイベント2020（開催中止）

兵庫県下複数団体（公益社団法人兵庫工業会、公益財団法人ひょうご産業活性化センター、兵庫県
中小企業団体中央会、一般社団法人関西ニュービジネス協議会、兵庫県経営者協会）共催による「夏
のビッグイベント」も、恒例行事として19回目を迎える予定でしたが、誠に残念ながら、新型コロナ
ウィルス感染拡大の防止、参加者皆さまの健康と安全を考慮して、今回は中止とさせていただきまし
た。

予定していた分科会、基調講演の内容につきましては、別途、開催を検討いたします。開催が決定
次第ご案内いたしますので、その際は、多くの方々のご参加をお待ちしております。

  【連絡先】公益社団法人 兵庫工業会 事業推進部
 TEL：078-361-5667    FAX：078-371-4336
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ご入会・セミナー・講演会・研修などのお問合せ・お申込みは…

〒650-0011　兵庫県神戸市中央区下山手通6丁目3番28号 兵庫県中央労働センター３階
TEL 078（361）5667／FAX 078（371）4336
Eメールアドレス mail@hyogo-ia.or.jp
URL http://www.hyogo-ia.or.jp

本 部

〒650-0011　兵庫県神戸市中央区下山手通6丁目3番28号 兵庫県中央労働センター３階
TEL 078（361）5667／FAX 078（371）4336

神戸事務所

〒670-0962　姫路市南駅前町123 じばさんびる 3 階
TEL 079（223）8230／FAX 079（223）8231

姫路事務所

公益社団法人 兵庫工業会

イベント情報
月　日 事業名・内容 場　所

９月11日㈮～12日㈯ 管理監督者研修 加古川プラザホテル

11月23日㈪ ゴルフ大会 美奈木ゴルフ倶楽部

12月１日㈫ 会員交流懇親会 神戸ポートピアホテル

会　員　動　向
代表登録者変更

企　業　名 新 登 録 者 旧 登 録 者 変　更　月

甲南設計工業株式会社 代 表 取 締 役 社 長 澤田　昌浩 藤井　正典 2020年4月

日鉄テックスエンジ株式会社 執行役員　支店長 三浦　正志 湯村　英治 2020年4月

株式会社ハンシン 代 表 取 締 役 田窪　宏充 田窪　和行 2020年4月

播磨町商工会 会 長 平崎　泰彦 森田　　孝 2020年4月

関西電力送配電株式会社 理事　兵庫支社長 中西　憲一 松本　眞一 2020年4月

株式会社神鋼エンジニアリング＆メンテナンス 代 表 取 締 役 社 長 浅田　秀樹 佐藤　孝彦 2020年6月

役職変更
企　業　名 登 録 者 新 役 職 名 旧 役 職 名 変　更　月

松村石油株式会社 佐伯　　親 取締役 神戸工場長 神戸工場長 2020年4月

滝川工業株式会社 瀧川　松平 取締役社長 代表取締役副社長 2020年5月

社名変更

新　社　名 旧　社　名 変　更　月

日本製鉄株式会社　関西製鉄所　尼崎地区 日本製鉄株式会社　鋼管事業部尼崎製造所 2020年4月

住所変更
企　業　名 新　住　所 変　更　月

株式会社グリーンハーツ 〒651-2136 神戸市西区中野1丁目3番地の15 TEL/FAX 078-203-3352 2020年4月




